
 

                                              

 

 

 

 

◆2019年に向け、寒さに負けないで！ 

早いもので、平成 30年もあと僅かになりました。春の山焼きか

ら始まり、ブナ林の散策、各種の滝巡り、キャンプ、自然観察等

のプログラムや上山高原での再生作業など、皆さんにご協力をい

ただきました。 

銀色に輝くススキ草原、色鮮やかなブナ林の紅葉など、たくさ

んの方々に楽しんでいただけたと思います。ご協力ありがとうご

ざいました。    

さて、今年は「暖冬といわれますが・・？！」 

11月 24日上山高原で初雪が降りました。いよいよ冬将軍を 

迎えますが、元気よく寒さを乗り越えていきましょう！      エコフェスタ植樹風景                               

 

＜貴重なお知らせ！＞                   

11月 5日に「イヌワシ」のつがいが確認されました。近年 1羽

になっていましたが、専門家の方が「ツガイ」の飛翔を確認しま

した。とても喜ばしいことです！                     

草原の再生作業に関わった方々の成果でもあります。 

上山エコミュージアムの活動や作業にご協力をいただいたみなさ

んへの吉報です。                          ススキが再生された上山高原 

 

 

＜椎茸植菌作業＞ 

11月 18日上山エコの特産品つくりの一つとして「椎茸の植菌作業」を

行いました。今年は一般参加者と「新温泉町ふるさと会」のメンバー21

人も加わり、そして猪坂商工会長も参加して、にぎやかな作業となりま

した。好天に恵まれ、電動ドリルで穴をあけ、駒菌打ち、原木運びなど、 

保全部会の指導により、半日の作業を体験しました。保全部会は、翌

日も作業として約５００本を更新木を完成させました。           かわいい参加者もいました 

<茅つくり作業>                                

今年も 10月の「秋のエコフェスタ」から茅つくり作業を行っています。 

神戸市の『茅つくり職人』との連携で、『べっぴんさん』と言われる 

上級品の『上山高原の茅つくり』を行っています。作業効率はススキの枯 

れかかった 11月中下旬からが良いようです。 

なかなか手間のかかる作業ですが雪が降るまで天候を見ながら手際よく 

進めています。ここでも保全部会の方のチームワークに頼っています。 

そのお陰で良い製品として仕上がっています。                 茅の束ね作業風景          

                                                         

 

ほ っ ト ニ ュ ー ス

 

 

№47 

上山高原エコミュージアムの“ほっト”なニュースをお届けします。 
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かんじき作りと雪上ハイキング（青下） 

◆日時 １月 20日(日)ふるさと館 9:00集合 

◆集 合 ふるさと館 

◆参加費 大人 2000円 

◆持ち物 弁当、飲物、防寒着 

◆内 容 午前カンジキつくり・午後ハイキング 

 かまくらまつり 

◆日 時 2月 9日(土)1:00～15:00  

◆集 合 ふるさと館 

◆内 容 雪遊び、雪上ゲーム（賞品有） 

ソリ遊び、福引会、ぜんざいサービス 

◆参加費 雪上ゲーム 1人 100円 

 

 

 

 

 

特産品の「干し芋」販売しています。今年は夏の猛暑のせ

いかサツマイモの出来栄えが少し良くなかったようです。

（管理不足？）火に焙ると「甘みが増す」とのこと。手づ

くりの品物です。ご賞味ください！１袋 350円。お買い得 3

袋 1000円で販売しています。 

『かきもち』は年明けから作業を始めます。美味しくて懐

かしいかき餅は 7種類の味を楽しむことができます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

上山かんじきハイキング（海上）      

◆日時 2月 10日（日）◆集合 ふるさと館 9：00      

   ◆参加費 大人 1000円 ◆持ち物 弁当 飲物 防寒着   3月 10日（日）午後 1時から。ふるさと館 

◆内 容 雪上ハイキング、滝を目指す          1年間の自然再生活動や動植物調査の報告会 

                            （植物の再生、イヌワシの棲息、高原の再生） 

                                           

                                            

 

◆但馬牛の世界遺産を目指して・・エコミュージアムも協力しています！ 

他地域からの交配を避け『純粋な但馬牛』を世界遺産に認定しよう 

と県と町が中心となり申請に向けて準備を進めています。 

今では珍しい「家の中の牛舎」を持つ尾崎喜代美さん宅や、草原を再

生し放牧を実証している「エコミュージアム」に調査班が訪れました。 

かつては「牛飼いは子どもの役目」であり「伝統の飼い方」として 

上山高原に牛を放牧するために連れて上がっていた様子をエコの理事

が説明しました。世界に誇る「但馬牛」が世界遺産に認定されるといい

ですね！                            調査員に説明する（右から植田光隆氏と小畑和之氏）                 

◆生物多様性セミナーで発表（三田市・人と自然の博物館） 

兵庫県主催「ひょうご生物多様性県民セミナー」で、上山高原の 

草原再生活動、希少な動植物の再生状況について、調査研究部会長 

（山本一幸氏）が発表しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

      ＜事務局便り＞ 
今年度の朝市は 12月 9日と 23日の 2回となりまし

た。地元の新鮮農産物、総菜などの加工品、栃餅、

手作りパンなど、地域のみなさんのご協力で開催し

ております。23日は感謝祭といたします。ご来場を

お待ちしております。 

6 月より毎月第 2・4日曜に開催していましたが冬季

間はお休みとします。来年度もみなさんの賑やかな

声を心待ちにしています。 

来年の干支「亥」です。      
変化の大きい年。想像していなかった出来事や思い

がけない出会いがありそうです！ 

素晴らしい年、良い年になりますように！ 

どうぞよろしくお願いします。 

 

上山高原の「特産品」を販売します 

当面のプログラムのご案内 

特定非営利活動法人 上山高原エコミージアム 

事務局 上山高原ふるさと館内 

〒６６９‐６９５３兵庫県美方郡新温泉町石橋７５７－１ 

ＴＥＬ（０７９６）99‐４６００  FAX(0796)99-４６１ 

E -ma i l : u e y ama-eco@yumene t . t v  

http//www.ueyamakogen-eco.net. 

 


